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様式第４号 

市民意見公募（パブリックコメント）の実施結果について  

 

件    名 山陽小野田市中山間地域づくり指針 

意見募集期間 令和元年５月１５日（水）～令和元年６月１４日（金） 

公表した資料 

山陽小野田市中山間地域づくり指針（案） 

意見の件数       １名     １５件 

 

意見の概要と市の考え方等 

項     目 意 見 の 概 要 市の考え方又は対応 

「指針」の表書き

について 

この指針の表書きは「山陽

小野田市」か、「山陽小野

田市地域活性化室」なのか

表記すべき。 

山陽小野田市中山間地域づ

くり指針（案）の表紙のとお

り「山陽小野田市」となりま

す。 

「指針」を作成す

る意味について 

全体的に「指針（案）」が

「第二次山陽小野田市総

合計画」（以下、「第二次総

合計画」）と内容が全く同

じであるため、中山間地域

づくり独自の方向性が見

えない。市全体計画の流れ

の中での中山間地域の在

り方を記載すべき。 

中山間地域が抱える様々な

課題等を解決していくため

には、地域住民による自主

的・主体的な活動が必要で

す。そのためには地域住民が

自主的・主体的に地域の将来

像や具体的な目標を定める

とともに実践活動に取り組

む必要があります。市はその

取組を支援するため、「第二

次総合計画」の中から、中山
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間地域づくりに関連する内

容を本指針に記載していま

す。「第二次総合計画」と重

複しますが、中山間地域に限

定した指針を策定すること

は重要であり、方向性を再度

確認する意味も含めて原案

どおりとさせていただきま

す。 

「指針」の作成は、交付金

の交付のための形だけの

ものか。 

本指針は、中山間地域づくり

の方向性を示すためのもの

です。 

なお、特別交付税等の交付要

件に指針の作成は含まれて

おりません。 

中山間地域づくり

の背景・目的につ

いて（P3） 

１５行目「施策や推進体制

の見直しを図り、・・・」

とあるが、どのようにして

「総合的かつ戦略的」に推

進するのか具体的に明記

すべき。 

P１９の「中山間地域づくり

施策の推進と体制」に記載し

ておりますとおり、担当課単

独ではなく、市全体に共通す

る課題として横断的に取り

組んでまいります。 

（３）の１行目について、

主語がなく、「～である」

が重複している。 

（３）の１行目頭に「山陽小

野田市中山間地域づくり指

針の計画期間は」を記載しま

す。 

また、（３）の１行目「指針

の上位計画である」を「指針

の上位計画」に改めます。 



 - 3 - 

（３）の計画期間でどのよ

うな成果を上げようとし

ているのか明記すべき。 

P１４《地域づくりの推進》

の中で、中山間地域づくり推

進事業として地域おこし協

力隊の隊員数を指標として

記載しております。 

（３）の４行目以降につい

て、どのように「山口県中

山間地域づくりビジョン」

を踏まえたのか。 

山口県中山間地域づくりビ

ジョンの「施策の柱」との整

合性を踏まえ、P１３に「中

山間地域づくりの施策の体

系」を整理いたしました。 

本市の中山間地域

について（P５） 

本市の中山間地域として

「旧山陽町」と記載してい

るが、市民を分断するよう

な表現に感じる。「山陽地

区」等の表現が望ましい。 

山口県中山間地域づくりビ

ジョンにおいて、指定地域を

「旧山陽町」と整理されてい

るため、表中「旧山陽町全域」

を「旧山陽町」と改め、県ビ

ジョンとの整合性を図りま

す。 

中山間地域の課題

について（P１１） 

課題として２つ記載され

ているが、課題は２つのみ

なのか。P１９、５行目に

は「多様な課題がある」と

しているが矛盾していな

いか。 

２件の課題は主な課題を記

載しています。御意見を参考

に〔課題〕を〔主な課題〕に

改めます。 

中山間地域づくり

の方向性について

（P１２） 

方向性の図について、「計

画」とは何を指しているの

か。また、「実行」の具体

的な内容について記載が

ない。 

中山間地域づくりは、地域住

民が主体となって計画・実行

していく必要があります。

「計画」「実行」の具体的な

内容については、これから地

域住民から示していただく
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ものであるため記載してお

りません。 

なお、施策の主体を明確化す

るため、４行目に「地域住民

を主体とした」を追加いたし

ました。 

P３の計画期間と図の整

合性について、本指針の計

画期間は２０２１年度ま

でとしているが、その間に

どのように計画・実行を進

めていくのか記載がない。 

P３の計画期間は、「第二次

総合計画・前期基本計画」の

計画期間に対応するための

計画期間であり、中山間地域

づくりは長期的な事業とな

りますので、計画期間にとら

われず、地域の目標に基づ

き、随時実施計画等を策定

し、推進してまいります。 

中山間地域づくり

の施策の体系につ

いて（P１３） 

① ～④はどこから来てい 

るのか。P１１記載の２つ

の課題から導き出された

ものか。 

４つの体系については、市の

主な課題解決のため、「山口

県中山間地域づくりビジョ

ンの施策の柱」と市の施策を

整合させたものです。２行目

に「県が策定した山口県中山

間地域づくりビジョンの施

策の柱に沿った」を追加いた

します。 

中山間地域づくり

の基本事業につい

て（P１４） 

≪地域づくりの推進≫に

のみ〔主要事業〕の記載が

あり、他の基本事業には

〔主要事業〕がない。他の

基本事業とは位置づけが

違うのか。 

指針作成時に既に地域から

要望のあった事業が存在し

ていたため、記載しておりま

す。他の基本事業と位置づけ

が異なる訳ではございませ

ん。 
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地域福祉推進体制

の整備・充実につ

いて（P１６） 

「◇地域福祉に関する相

談・支援体制づくりの推

進」がゴシック体になって

いない。統一すべき。 

他の基本事業同様にゴシッ

ク体に統一いたしました。 

中山間地域づくり

施策の推進と体制

について（P１９） 

２行目に「山口県中山間地

域づくりビジョンに沿っ

た」とあるが、県ビジョン

にある「やまぐち元気生活

圏づくり」の取組に関する

記載が指針には無い。具体

的な取組について記載す

べきではないか。また、ど

のくらいの地域を「元気生

活圏」としたいのか示す必

要があるのではないか。 

県が示す元気生活圏は、地域

住民が主体となった持続可

能な地域です。元気生活圏の

範囲に関する考え方は、地域

によって異なり、具体的な記

載は難しいと考えておりま

すので、原案どおりとさせて

いただきます。 

※項目ごとに整理して記載 

 

 

 

 


